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	平成20年3月7日
	「障害のある子どもの後期中等教育を考えるシンポジウム」の呼びかけ
	　昨年４月から、特別支援教育の本格的な実施が始まり、９月には「障害者の権利に関する条約」に署名することが閣議決定されるなど、障害のある子どもの教育をめぐる状況は大きく変わってきました。
	　徳島県内においても、県西中央部に知的障害のある子どもの養護学校高等部の設置を求める声が大きくなったり、重度の障害のある女子中学生が地域の高等学校を受験するといったことなどが、報道でもたびたび取り上げられています。
	　私たちはこのような状況の中で、障害のある子どもの中学校卒業後の進路について、どのような現状と課題があるのか、そして、今後どのように考えていくべきなのかについて、さまざまな関係者の立場から話し合っていこうと考えました。
	　そして、多くの県民の方と意見交換をしながら、より良い方向を探っていくためのシンポジウムを企画した次第です。より多くの方々の幅広いご参加を期待しております。
	                           「シンポジウム」の呼びかけ人(50音順)
	                             植田　由紀　（徳島市上八万地区　保護者）
	                             樫田　美雄　（徳島大学総合科学部）
	                             鍬田　耕市　（徳島県 県土整備部 住宅課）
	                             島　　治伸　（徳島文理大学人間生活学部心理学科）
	                             杉浦　良　　（特定非営利活動法人太陽と緑の会） 
	                             田首　恵美子（徳島赤十字ひのみね総合療育センター）
	                             十川　智恵美（知的障害者通所授産施設「かのん」）
	                           　福井　公子　（県西部　保護者） 
	                             堀本　孝博　（社会福祉法人愛育会吉野川育成園）
	                             中村　正則  （㈳徳島県建築士会バリアフリーデザイン研究会）
	                             圓井　美貴子（徳島市上八万地区　障害児保護者）
	                             矢部　拓也　（徳島大学総合科学部）
	　期日　３月２０日（木・祝日）　１４：００～１６：００（１３：３０開場）
	　場所　徳島大学・常三島キャンパス・総合科学部3号館スタジオ（1階東側）
	　テーマ：「障害のある子の中学卒業後の進路〜安心して地域で生活を続けるために〜」
	  　シンポジスト（５０音順）
	　　　　　島　治伸　　徳島文理大学人間生活学部心理学科
	          杉浦　良　　特定非営利活動法人太陽と緑の会
	          橋本　文子　徳島大学医学部保健学科看護学専攻
	　　　　　福井　公子　県西部　保護者
	          圓井美貴子　徳島市上八万地区　重度心身障害児保護者
	　　　　　三並　弘子　徳島県立板野養護学校保護者
	　　コーディネーター
	          樫田　美雄　徳島大学総合科学部

